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小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

は
キ
ー
ボ
ー
ド
付
き

問
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
整
備
事
業
で
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
カ
バ
ー
に
キ
ー
ボ
ー
ド
が

付
い
た
Ｐ
Ｃ
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答
令
和
８
年
度
の
更
新
時
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ケ
ー
ス
が

キ
ー
ボ
ー
ド
一
体
型
で
折
り
畳
め

る
Ｐ
Ｃ
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

公
民
館
津
森
分
館
の

エ
ア
コ
ン
更
新

問
建
替
え
予
定
の
津
森
分
館

の
エ
ア
コ
ン
を
な
ぜ
更
新

す
る
の
か
。

答
分
館
の
移
転
新
築
に
は
２
、

３
年
か
か
る
た
め
設
備
を

更
新
す
る
。
移
転
後
は
新
築
の
分

館
に
移
設
す
る
。

質
疑
応
答

震
災
か
ら
の
10
年
事
業

問
震
災
10
年
事
業
の
具
体
的

内
容
を
聞
き
た
い
。

答
次
世
代
へ
の
継
承
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
防
災
意
識
を
高
め
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
等
を
行
な
う
行
政
区
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
に
、一
団
体
当

た
り
上
限
30
万
円
ま
で
補
助
す
る
。

　

ま
た
町
職
員
な
ど
の
行
政
関
係

者
、
区
長
や
消
防
団
な
ど
の
団
体

関
係
者
、
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
支
援
関
係
者
か
ら
、
30
人

程
度
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
を
作
成

す
る
。

解
説　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、私
立

保
育
所
等
運
営
給
付
費
１
億
２
０

０
９
万
７
千
円
、ふ
れ
あ
い
交
流
館

解
体
工
事
費
５
０
０
０
万
円
、Ｌ
Ｐ

ガ
ス
使
用
世
帯
支
援
補
助
金
２
０

８
６
万
円
、高
齢
者
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
予
防
接
種
業
務
委
託
料
△

１
７
３
７
万
８
千
円
な
ど
で
あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
補
正
で
は
、令

和
８
年
度
か
ら
の
事
業
と
し
て
、地

域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
及
び
子

育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
８
７
１

４
万
７
千
円
、介
護
保
険
事
業
等
計

画
策
定
事
業
４
０
１
万
５
千
円
が

追
加
、小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

整
備
事
業
の
期
間
が
令
和
12
年
度

ま
で
に
変
更
さ
れ
た
。

他
の
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

解
説

決
算
繰
越
金
増
に
よ
る
基

金
積
立
・
予
備
費
増
額
等
で
１
億

９
８
５
３
万
９
千
円
追
加
増
額
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

解
説

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
１
８
３
５
万
８
千
円
増

額
等
で
２
５
０
８
万
９
千
円
増
額
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

解
説

過
年
度
補
助
金
未
使
用
分

等
の
返
還
２
億
７
５
６
３
万
７
千

円
増
額
。

下
水
道
事
業
会
計
補
正

解
説

水
処
理
棟
放
流
渠
の
補
強

工
事
２
９
０
０
万
円
増
額
。

専
決

一
般
会
計
補
正

解
説

８
月
10
日
の
大
雨
災
害
復

旧
関
連
経
費
１
億
５
５
０
万
円
増

額
。

※
専
決
処
分
と
は
、
本
来
は
議
会

の
議
決
を
必
要
と
す
る
案
件
を
、

緊
急
な
事
情
が
あ
る
場
合
等
に
、

議
会
の
議
決
に
代
わ
っ
て
町
長
が

意
思
決
定
す
る
こ
と
で
す
。

補正主要項目 補正額

歳　

入

地方交付税   740,469

国庫支出金    80,023

繰越金 576,849

繰入金 △1,207,015

町債 98,000

計（すべての補正を含む） 337,249

歳　

出

私立保育所等運営給付費  120,097

ふれあい交流館解体工事費    50,000

LP ガス使用世帯支援補助金    20,860

高齢者新型コロナウイルス
予防接種業務委託料 △17,378

計（すべての補正を含む）   337,249

■ 主な補正項目と補正額 （千円）

( 補足 ) 交付税等の増額により基金の取崩しを戻しているため、繰入金
が大幅減額となった。

導入予定のタブレットイメージ

令和７年

第３回
定例議会

私立保育所の運営給付費等で、３億3,725万円を追加

　令和７年第３回定例議会は、９月８日から17日まで10日間の日程で開催され、
専決処分１件、令和７年度益城町一般会計補正予算等（５件）、令和６年度益城
町一般会計決算認定等（７件）、条例改正（４件）、その他７件について審議し、
全議案とも可決等した。そのほか、報告５件が提出された。また、９月10日に５
名の議員が一般質問を行った。

令和７年度一般会計補正予算（第３号）
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款 予算現額 収入済額  不納欠損額

歳
入

町　税 4,031,808 4,042,967 4,724

地方交付税 5,039,713 5,039,713 0

町　債   4,432,017 2,789,300 0

計  26,262,333 23,502,432 6,380

歳
出

款 予算現額 支出総額 不用額

民　生　費 7,079,313 6,974,416 88,121

土　木　費 5,795,276 4,147,098 150,620

教　育　費 2,599,987 1,991,278 148,244

 災害復旧費 2,204,151 1,611,078 497,522

計 26,262,333 22,425,121 1,486,111

■ 一般会計（歳入歳出主要事項）決算

■ 特別会計等（産業団地特別会計除く）決算

（千円）

（千円）

国民健康保険

歳
入

予算現額 収入済額 収入割合
3,923,569 3,858,459 97.7％

歳
出

予算現額 支出済額 不用額
3,923,569 3,461,154 462,414

後期高齢者

歳
入

予算現額 収入済額 収入割合
604,684 581,830 99.6％

歳
出

予算現額 支出済額 不用額
604,684 559,440 45,243

介護保険

歳
入

予算現額 収入済額 収入割合
3,987,046 3,970,463 99.9％

歳
出

予算現額 支出済額 不用額
3,987,046 3,645,366 341,679

下水道事業会計
収益的収支

収
入

予算額 決算額 予算額との比較
1,544,055 1,420,843 △ 123,212

支
出

予算額 決算額 不用額
1,475,543 1,350,595 124,948

水道事業会計
収益的収支

収
入

予算額 決算額 予算額との比較
551,644 547,269 △ 4,375

支
出

予算額 決算額 不用額
530,127 502,379 27,748

解 

説

　

熊
本
地
震
か
ら
９
年
目
を
迎
え
、

復
興
事
業
も
一
部
を
除
き
終
了
し

つ
つ
あ
る
中
で
、
復
旧
復
興
事
業

等
で
起
債
し
た
町
債
を
本
格
的
に

返
済
す
る
（
公
債
費
）
時
期
を
迎

え
る
。
令
和
６
年
度
決
算
は
、
歳

入
総
額
２
３
５
億
２
４
３
万
円
で
、

前
年
度
に
対
し
て
15
億
３
３
万
円
、

率
に
し
て
６
％
の
減
、
歳
出
総
額

が
２
２
４
億
２
５
１
２
万
円
で
前

年
度
に
対
し
10
億
３
４
２
１
万
円
、

率
に
し
て
４
・
４
％
の
減
、
歳
入

歳
出
差
引
残
高
（
形
式
収
支
）
は
、

10
億
７
７
３
１
万
円
に
な
っ
た
。

質
疑
応
答

問
令
和
６
年
度
決
算
後
の
町

債
（
借
金
）
残
高
は
い
く

ら
か
。
令
和
６
年
度
内
に
流
用
し

た
件
数
及
び
総
額
は
い
く
ら
か
。

答
令
和
６
年
度
末
の
町
債
残

高
は
、
５
０
７
億
７
５
９

３
万
円
で
、
流
用
し
た
件
数
は
３

５
３
件
、
４
億
２
２
２
０
万
８
１

４
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

問
令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
額
は
10
億
５
７
０
０

万
円
に
対
し
て
、
企
画
費
の
委
託

料
が
納
税
額
の
半
分
以
上
の
６
億

３
７
０
０
万
円
だ
が
、
そ
の
理
由

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
こ
こ
で
の
委
託
料
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
以
外
の
業
務

委
託
料
が
含
ま
れ
、
令
和
６
年
度

の
ふ
る
さ
と
納
税
委
託
料
は
、
５

億
２
７
０
０
万
円
で
令
和
５
年
度

の
返
戻
品
代
も
含
ま
れ
て
い
る
。

賛
否
討
論

甲
斐
議
員

反
対
者

　

私
は
、
歳
出
民
生
費
中
の
地
方

改
善
費
同
和
事
業
を
続
け
る
と
、

逆
に
住
民
間
の
垣
根
を
作
り
、
逆

差
別
を
生
み
、
部
落
差
別
の
固
定

化
永
久
化
に
つ
な
が
り
反
対
。
ま

た
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

年
齢
で
異
な
る
保
険
制
度
に
す
る

も
の
で
反
対
。

木
村
議
員

賛
成
者

　

私
は
、
熊
本
地
震
等
災
害
か
ら

の
復
旧
、
益
城
西
原
消
防
署
の
改

修
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た
街
路

事
業
な
ど
の
予
算
執
行
が
な
さ
れ
、

ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
国

の
法
律
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
賛

成
。

令和６年度一般会計・特別会計決算
令和６年度一般会計は、歳入２３５億２４３万円、歳出２２４億２５１２万円、歳入歳出差し引
き額１０億７７３１万円で可決・認定した。
主要な決算状況及び質疑討論は以下の通り

令和６年度完成の地域共生センター
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地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、本町の関係する４つの条例について改
正するもので、慎重審議の後、４議案とも可決成立した。

条例改正等の審議

条
例
改
正
の
質
疑
応
答

問
益
城
町
職
員
の
育
児
休
業

に
関
す
る
条
例
改
正
に
つ

い
て
２
点
質
問
し
た
い
。

　

ま
ず
、
本
条
例
改
正
に
よ
り
、

益
城
町
職
員
の
部
分
休
業
と
有
給

休
暇
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　

２
点
目
は
、
今
回
の
条
例
改
正

に
よ
り
職
員
の
部
分
休
業
が
取
り

や
す
く
な
る
反
面
、
残
さ
れ
た
職

員
の
負
担
が
増
大
す
る
事
に
な
り
、

職
員
の
定
数
見
直
し
に
ま
で
進
ん

で
し
ま
う
の
か
伺
う
。
ま
た
、
該

当
す
る
職
員
は
現
在
何
人
い
る
の

か
？答

職
員
の
現
行
の
有
給
休
暇

の
日
数
に
つ
い
て
は
変
更

は
な
い
。

　

今
回
の
条
例
で
決
め
ら
れ
た
部

分
休
業
は
、
給
料
の
減
給
の
対
象

に
な
る
の
で
、
有
給
休
暇
と
は
全

く
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
今
回
の
条
例
改
正
に

伴
い
、
職
員
の
定
数
改
正
は
考
え

て
い
な
い
。
先
般
の
定
数
改
正
の

時
に
増
加
し
た
定
数
内
で
補
え
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
現

在
部
分
休
業
取
得
者
は
７
名
と

な
っ
て
い
る
。　

益
城
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
改
正

解
説　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
職
員
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
が
妊
娠
し
、
ま
た

は
出
産
し
た
こ
と
を
申
し
出
た
場

合
に
は
、
子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ

た
柔
軟
な
働
き
方
が
出
来
る
よ
う

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
①
仕
事
と
育
児

と
の
両
立
支
援
制
度
等
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
、
②
両
立

支
援
制
度
等
の
利
用
に
関
す
る
意

向
を
確
認
す
る
こ
と
、
③
生
ま
れ

る
子
ど
も
の
心
身
の
状
況
や
職
員

の
家
庭
の
状
況
等
に
よ
り
、
仕
事

と
育
児
の
両
立
に
支
障
と
な
る
事

情
の
改
善
に
資
す
る
意
向
を
確
認

す
る
こ
と
な
ど
を
条
例
に
規
定
す

る
。
ま
た
３
歳
未
満
の
子
を
養
育

す
る
職
員
も
同
様
と
さ
れ
た
。

益
城
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
改
正

解
説　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、

主
な
改
正
内
容
は
、
育
児
を
行
う

職
員
の
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の

両
立
を
よ
り
一
層
支
援
す
る
た
め
、

既
存
の
１
日
に
つ
き
２
時
間
を
超

え
な
い
範
囲
内
の
部
分
休
業
を
第

１
号
部
分
休
業
と
位
置
づ
け
る
と

と
も
に
、
新
た
に
１
年
に
つ
き
10

日
相
当
の
範
囲
内
の
部
分
休
業
を

第
２
号
部
分
休
業
と
し
て
新
設
す

る
も
の
で
あ
る
。

益
城
町
技
能
労
務
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
を

定
め
る
条
例
改
正

解
説　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、

主
な
改
正
内
容
は
、
１
日
の
勤
務

時
間
の
一
部
を
勤
務
し
な
い
部
分

休
業
制
度
が
、
１
日
の
勤
務
時
間

の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
勤

務
し
な
い
こ
と
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
改
正
で
あ
る
。

益
城
町
水
道
事
業
企
業
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
に
関
す
る
条
例
改
正

解
説　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
条

例
の
主
な
改
正
内
容
は
、
１
日
の

勤
務
時
間
の
一
部
を
勤
務
し
な
い

部
分
休
業
制
度
が
、
１
日
の
勤
務

時
間
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い

て
勤
務
し
な
い
こ
と
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正
で
あ

る
。
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工事請負契約の締結５件・町道の路線廃止１件・認定１件について審議し、全議案とも可決した。
また、５件の報告を受けた。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

益
城
中
学
校
普
通
教
室
棟増築

工
事

○
工
事
内
容

　

 

既
設
校
舎
に
接
続
す
る
鉄
骨
造

３
階
建
て
の
普
通
教
室
棟
計
９

教
室
の
増
築
工
事

○
工
期

　

契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
３
月
31
日（
予
定
）

○
契
約
金
額

　

５
７
３
，４
３
０
，０
０
０
円

○
契
約
先　

　

株
式
会
社　

豊
工
務
店

益
城
イ
ン
タ
ー
北
産
業
団
地

造
成
工
事
（
一
工
区
）

○
工
事
内
容

　

 

産
業
団
地
整
備
に
係
る
深
層
混

合
処
理
工
に
よ
る
地
盤
改
良
工
事

○
工
期

　

契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
７
月
２
日（
予
定
）

○
契
約
金
額

　

６
０
７
，２
３
８
，２
６
２
円

○
契
約
先

　

株
式
会
社　

鴻
池
組

福
原
袴
野
線
落
石
対
策

（
第
２
期
） 

工
事

○
工
事
内
容

　

 

治
山
・
地
す
べ
り（
落
石
）防
止

工
事

○
工
期

　

契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
３
月
31
日（
予
定
）

○
契
約
金
額

　

８
９
，１
５
１
，７
０
０
円

○
契
約
先

　

株
式
会
社　

ツ
チ
ヤ
工
業

旧
第
二
幼
稚
園
解
体
工
事

○
工
事
内
容

　

 

廃
園
と
な
っ
た
旧
第
二
幼
稚
園

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
園
舎

及
び
同
敷
地
内
工
作
物
、
植
栽
、

倉
庫
等
の
解
体
工
事

○
工
期

　

契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
２
月
27
日（
予
定
）

○
契
約
金
額

　
 

６
０
，２
４
７
，０
０
０
円

○
契
約
先

　

株
式
会
社　

杉
浦
解
体

町
民
憩
の
家
解
体
工
事

○
工
事
内
容

　

 

町
民
憩
の
家
及
び
別
敷
地
に
あ

る
当
該
施
設
ポ
ン
プ
室
の
解
体

工
事

○
工
期

　

契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
３
月
25
日（
予
定
）

○
契
約
金
額

　

５
６
，７
１
４
，９
０
０
円

○
契
約
先

東
大
建
設　

株
式
会
社

町
道
の
路
線
廃
止

〇
路
線
番
号

　

２
０
９
９

○
路
線
名

　

馬
水
西
原
４
号
線

町
道
の
路
線
認
定

　

○
路
線
番
号

　

２
０
９
９
・
５
０
６
４
・

　

５
０
６
５

○
路
線
名

　

 

馬
水
西
原
４
号
線
・
潮
井
公
園

南
線
・
高
遊
原
公
園
線

報告・その他の審議

解体される旧第二幼稚園と憩の家

町
長
委
任
決
裁
事
項
の
報
告

　

本
会
議
の
初
日
に
、
町
長
か
ら

す
で
に
町
長
が
決
裁
し
た
５
件
の

報
告
が
あ
っ
た
。

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
　

金
額　

１
９
，８
０
０
円

　
　

 

駐
車
中
の
隣
の
車
両
に
接
触

し
損
傷
を
与
え
た
物
損
事
故

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
　

金
額　

２
８
，０
５
０
円　

　
　

 

積
載
車
を
後
退
中
後
続
車
両

に
接
触
し
損
傷
を
与
え
た
物

損
事
故

令
和
６
年
度
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告

　
　

 

早
期
健
全
化
基
準
か
ら
大
き

く
下
回
っ
て
お
り
健
全
な
状

況
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
公
営
企
業
資
金
不

足
比
率
の
報
告

　
　

 

三
つ
の
会
計
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
健
全
な
経
営
の
状
態
に

あ
る
。

株
式
会
社
未
来
創
成
ま
し
き
の

経
営
状
況
の
報
告

　
　

 

第
六
期
の
経
営
は
健
全
な
状

況
に
あ
り
、
利
益
剰
余
金
を

次
期
以
降
の
準
備
資
金
と
し

て
い
る
。
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る
こ
と
。
委
託
し
て
い
る

熊
本
市
へ
の
支
払
い
は
、

４
月
か
ら
７
月
ま
で
で
３

町
村
で
約
８
０
０
０
万
円

で
あ
っ
た
こ
と
。
施
設
や

設
備
が
更
新
時
期
を
迎
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
管
理
、
対
応
し
て
い
る

と
説
明
を
受
け
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
で
は
、
地
域
サ

ロ
ン
等
活
動
支
援
助
成
金

に
関
連
し
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
に
対
し
１
６

７
万
円
、
各
地
区
の
24
の

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し

１
３
２
万
円
の
補
助
金
を

交
付
し
会
員
数
の
合
計
は

１
３
０
３
名
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
た
。

　

敬
老
祝
金
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
88
歳
が
２
２
５
名
、

１
０
０
歳
が
18
名
、
祝
金

の
合
計
は
５
４
０
万
円
と

の
説
明
を
受
け
た
。

　

視
察
し
た
現
場
の
う
ち
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

に
指
定
さ
れ
た
グ
ラ
ン

メ
ッ
セ
熊
本
で
は
、
避
難

場
所
と
し
て
の
機
能
及
び

利
用
可
能
な
場
所
や
時
間

の
説
明
を
受
け
た
。
町
民

へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
て
い
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　

益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
可
燃
ご
み
の

処
理
状
況
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
町
民
の
直
接
搬

入
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
受
け
入
れ
、
熊
本
市
の

処
理
工
場
に
搬
入
し
て
い

　

全
委
員
出
席
の
も
と
付

託
さ
れ
た
９
議
案
に
つ
い

て
審
査
し
、
７
議
案
に
つ

い
て
は
全
会
一
致
で
可

決
・
認
定
し
、
２
議
案
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可

決
・
認
定
し
た
。

　

令
和
７
年
度
益
城
町
一

般
会
計
補
正
予
算
中
、
障

が
い
者
運
転
免
許
取
得

費
・
自
動
車
改
造
費
助
成

金
90
万
円
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
実
績
か
ら
不
足

が
生
じ
る
見
込
み
と
な
り

増
額
補
正
す
る
も
の
と
説

明
を
受
け
た
。

　

私
立
保
育
所
等
運
営
給

付
費
１
億
２
千
万
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
対
象
保

育
所
は
町
内
16
か
所
及
び

広
域
21
か
所
の
計
37
か
所

の
給
付
を
行
う
も
の
。
さ

ら
に
、
保
育
士
等
派
遣
業

務
委
託
料
に
つ
い
て
、
職

員
の
育
児
休
業
及
び
産
前

産
後
休
暇
の
取
得
に
よ
る

保
育
士
不
足
か
ら
、
10
月

以
降
の
１
名
分
の
予
算
で

あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

令
和
７
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

で
は
、
国
保
財
政
調
整
基

金
積
立
金
の
１
億
円
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
歳
入
が

多
か
っ
た
分
の
積
立
金
と

の
説
明
を
受
け
た
。

全
委
員
出
席
の
も
と

付
託
さ
れ
た
11
議
案
に
つ

い
て
執
行
部
よ
り
説
明
を

受
け
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

10
議
案
に
つ
い
て
は
原
案

ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決

認
定
し
た
。
１
議
案
に
つ

い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。

補
正
予
算
案
で
は
地

方
交
付
税
の
決
定
時
期
に

関
す
る
質
疑
が
あ
り
、
普

通
交
付
税
は
７
月
に
、
特

別
交
付
税
は
12
月
及
び
３

月
に
決
定
さ
れ
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。
次
に
、
飯

野
小
学
校
創
立
記
念
事
業

等
補
助
金
に
関
す
る
質
疑

が
あ
り
、
こ
の
ほ
ど
要
綱

を
制
定
し
、
各
学
校
の
創

立
記
念
特
別
講
演
等
の
実

施
費
用
に
30
万
円
を
上
限

に
補
助
金
を
交
付
す
る
と

の
説
明
を
受
け
た
。

全
国
・
九
州
大
会
出
場

助
成
金
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
関
係
の
み
で
あ
っ
た
対

象
を
文
化
関
係
に
も
広
げ

た
こ
と
に
よ
る
予
算
措
置

で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け

た
。交

流
情
報
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
拡
張
設
計
委
託
料

に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、

交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
北
側

の
駐
車
場
再
整
備
に
伴
う

設
計
委
託
料
と
の
説
明
を

受
け
た
。

決
算
認
定
で
は
利
子

の
不
用
額
に
関
す
る
質
疑

が
あ
り
、
予
算
編
成
時
は

起
債
対
象
事
業
の
限
度
額

で
計
上
す
る
が
、
事
業
の

実
績
や
進
捗
に
よ
り
繰
越

と
な
っ
た
た
め
生
じ
た
も

の
と
の
説
明
を
受
け
た
。

次
に
、
一
般
会
計
決
算

の
状
況
の
主
要
な
施
策
の

成
果
で
事
務
事
業
等
の
見

直
し
の
成
果
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
行
政
改
革
等

で
組
織
全
体
と
し
て
進
め

る
も
の
や
、
予
算
編
成
時

９月議会

可燃ごみの直接搬入はクリーンセンターで
受け入れ、熊本市の処理工場へ

益
城
中
の
普
通
教
室

９
ク
ラ
ス
分
増
築

↘

↖

益城クリーンセンター 「クーリングシェルター」に指定された
グランメッセ熊本
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令
和
６
年
度
益
城
町
一

般
会
計
決
算
認
定
の
益
城

台
地
東
土
地
区
画
整
理
組

合
総
会
資
料
発
送
業
務
委

託
料
に
関
し
て
、
組
合
の

状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
事
業
計
画
変
更
に
向
け

て
コ
ン
サ
ル
と
の
契
約
を

行
い
、
測
量
及
び
業
務
計

画
の
検
討
を
進
め
て
い
る

と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

視
察
し
た
、
町
道
認

定
路
線
の
高
遊
原
公
園

線
に
つ
い
て
は
、
歩
道

の
延
伸
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
今
後
検
討
す

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

第
二
南
北
線
第
一
工
区

工
事
現
場
で
は
、
業
務

内
容
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
下

水
道
事
業
の
抜
本
的

な
経
営
戦
略
の
見
直

し
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
令
和
８
年
度

中
の
農
業
集
落
排
水

事
業
と
公
共
下
水
事

業
の
統
合
を
進
め
て

お
り
、
今
回
の
決
算

を
受
け
て
経
営
戦
略

の
見
直
し
を
行
う
と

説
明
を
受
け
た
。

　

自
力
復
旧
事
業
補
助
金

補
償
対
象
者
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
令
和
５
年
７

月
豪
雨
の
災
害
復
旧
査
定

に
該
当
し
な
か
っ
た
農
家

の
う
ち
、
自
ら
復
旧
に
要

し
た
費
用
の
20
万
を
限
度

に
２
分
の
１
を
補
助
す
る

と
説
明
を
受
け
た
。

　

全
委
員
出
席
の
も
と
付

託
さ
れ
た
７
議
案
を
慎
重

審
査
の
結
果
、全
議
案
、可

決
・
認
定
し
た
。

　

令
和
７
年
度
益
城
町
一

般
会
計
補
正
予
算
中
歳
出

熊
本
半
導
体
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
協
議
会
負
担
金
に

つ
い
て
、
目
的
や
構
成
団

体
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

熊
本
県
内
の
半
導
体
関
連

企
業
及
び
大
学
、
自
治
体

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
協

議
会
で
あ
り
、
企
業
誘
致

な
ど
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
の
情
報
収
集
等
を
目
的

と
し
て
い
る
と
の
説
明
を

受
け
た
。

　

災
害
復
旧
費
監
督
支
援

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

委
託
内
容
及
び
委
託
金
額
、

ま
た
、
業
務
名
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
監
督
員
支

援
業
務
と
災
害
査
定
業
務

は
、
業
務
内
容
が
相
違
す

る
こ
と
か
ら
、
業
務
名
を

災
害
査
定
支
援
業
務
委
託

料
に
変
更
し
た
い
旨
、
申

し
出
が
あ
っ
た
。
委
員
か

ら
は
、
常
任
委
員
会
だ
け

で
な
く
、
本
定
例
会
の
中

で
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

令
和
７
年
度
益
城
町
下

駐
車
場
予
定
地
に
つ
い
て

は
、
拡
張
工
事
の
対
象
と

な
る
北
側
駐
車
場
に
つ
い

て
、
利
用
状
況
、
現
状
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

ま
た
、
駐
車
場
の
整
備
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い
て
資
料
を

基
に
説
明
が
あ
っ
た
。
工

事
に
伴
い
駐
輪
場
は
ど
う

な
る
の
か
、
利
用
状
況
や

移
設
の
場
所
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ
っ
た
。

に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

益
城
中
学
校
普
通
教

室
棟
増
築
工
事
で
地
盤
沈

下
へ
の
懸
念
、
工
事
車
両

の
進
入
経
路
、
増
築
完
了

後
の
ト
イ
レ
混
雑
へ
の
懸

念
、
及
び
工
期
へ
の
質
疑

が
あ
り
、
熊
本
地
震
を
踏

ま
え
適
切
な
地
盤
対
策
を

行
い
、
工
事
車
両
に
つ
い

て
は
主
に
西
側
通
路
か
ら

進
入
し
大
き
な
も
の
は
北

側
の
正
門
を
利
用
す
る
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
既
設

校
舎
の
各
階
に
複
数
設
置

し
て
あ
る
た
め
対
応
可
能

で
あ
る
。
工
期
に
つ
い
て

は
国
庫
補
助
金
が
単
年
度

で
あ
る
た
め
令
和
７
年
度

中
と
し
て
い
る
と
の
説
明

を
受
け
た
。

福
原
袴
野
線
落
石
対

策
工
事
現
場
に
つ
い
て
は
、

既
に
落
石
防
護
柵
な
ど
が

施
工
さ
れ
て
い
る
箇
所
を

見
な
が
ら
工
法
な
ど
概
要

説
明
が
あ
っ
た
。
委
員
か

ら
は
、
落
石
防
護
柵
の
角

度
や
施
工
箇
所
の
詳
細
な

状
況
、
工
事
金
額
の
積
算

方
法
、
予
算
措
置
に
つ
い

て
質
問
が
あ
っ
た
。

交
流
情
報
セ
ン
タ
ー

９月議会

災害復旧費を含む一般会計補正予算可決

町道認定路線（高遊原公園線）

第二南北線（第１工区）工事現場

福原袴野線落石対策工事交流情報センター視察
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議 案 名
結　

果

坂
井
金
次
郎

木
村　

正
史

西
山　

洋
一

上
村　

幸
輝

冨
田　

德
弘

下
田
利
久
雄

吉
村　

建
文

甲
斐　

康
之

中
川　

公
則

野
田　

祐
士

宮
﨑　

金
次

坂
田
み
は
る

中
村　

健
二

稲
田　

忠
則

渡
辺　

誠
男

荒
牧　

昭
博

松
本　

昭
一

議
長 

榮　
　

正
敏

予
算

令和７年度益城町一般会計補正予算（第３号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度益城町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度益城町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度益城町介護保険特別会計補正予算（第１号）可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和７年度益城町下水道事業会計補正予算（第２号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

決
算

令和６年度益城町一般会計決算認定について 認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和６年度益城町国民健康保険特別会計決算認定につ
いて 認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和６年度益城町後期高齢者医療特別会計決算認定に
ついて 認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和６年度益城町介護保険特別会計決算認定について 認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和６年度益城町産業団地特別会計決算認定について 認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和６年度益城町下水道事業会計利益の処分及び決算
認定について

可
認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

令和６年度益城町水道事業会計利益の処分及び決算認
定について

可
認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

条
例

益城町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

益城町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

益城町技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

益城町水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

そ
の
他

工事請負契約の締結について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

工事請負契約の締結について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

工事請負契約の締結について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

工事請負契約の締結について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

工事請負契約の締結について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 棄 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

町道の路線廃止について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

町道の路線認定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

《９月議会での主な議案への賛否の状況》

○：賛成　　×：反対　　棄：棄権　　欠：欠席　　可：可決　　否：否決　　同：同意　　採：採択　　認：認定
※議長は賛否同数の場合を除き、通常の採決には加わりません。
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吉
村　

熊
本
地
震
か
ら
10
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
全
国

の
支
援
に
対
す
る
恩
返
し
と

し
て
、
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
導

入
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か

と
昨
年
質
問
し
た
が
、
そ
の

後
の
調
査
・
研
究
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

町
長　

全
国
の
皆
さ
ん
か
ら

頂
い
た
ご
支
援
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
ト
イ
レ
支
援

と
い
う
形
で
恩
返
し
す
る
こ

と
は
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
既
に
導
入
、

運
用
し
て
い
る
自
治
体
で
の
、

費
用
対
効
果
も
考
慮
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

吉
村　

増
加
す
る
単
身
高
齢

者
に
対
し
て
、
自
治
体
が
終

活
支
援
に
取
り
組
む
所
が
増

え
て
い
る
。
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
対
し
て
、
万
一
の
備

え
に
終
活
情
報
を
登
録
す
る

仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

町
長　

終
活
情
報
登
録
事
業

は
、病
気
や
事
故
で
意
思
表
示

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
備

え
、希
望
す
る
情
報
を
事
前

に
自
治
体
に
登
録
し
て
お
く

こ
と
だ
が
、本
町
で
は
、終
活

支
援
と
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
作
成
を
推
奨
し
て

い
る
。今
後
も
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

吉
村　

馬
水
南
地
区
の
用

水
路
の
滞
留
や
大
雨
時
に

お
け
る
排
水
対
策
は
。

町
長　

８
月
27
日
に
地
区

の
方
々
と
と
も
に
現
地
確
認

を
行
い
、
今
後
対
策
を
検
討

し
て
、
内
水
被
害
の
軽
減
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

吉
村　

公
共
施
設
に
お
け

る
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置

状
況
は
。

町
長　

本
町
の
公
共
施
設

で
は
合
計
15
か
所
に
水
飲
み

水
栓
を
設
置
し
て
い
る
が
、い

わ
ゆ
る
給
水
ス
ポ
ッ
ト
は
設

置
し
て
い
な
い
。

吉
村　
「
小
学
校
一
年
生
の

壁
」
問
題
に
つ
い
て
。

教
育
長　

小
学
校
の
開
所

時
間
に
つ
い
て
は
、登
校
後

の
安
全
管
理
の
観
点
か
ら
、

始
業
時
刻
を
考
慮
し
て
お

お
む
ね
午
前
７
時
30
分
に

開
所
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

吉村建文吉村建文議員議員

ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
導
入

　

に
つ
い
て
そ
の
後
の
進
展
は

費
用
対
効
果
も
考
慮
し
な
が
ら

　

引
き
続
き
検
討
を
進
め
る

益城町作成のエンディングノート

５名が町長・教育長に
一般質問を行いました。

◇一般質問とは
議員の日常活動と調査研究、住民
の声や自身の考えをもとに、町長
や教育長などの方針を問うもの
です。
なお、質問時間は、1人60分で、同
じ質問は３回までとしています。

質問議員 質問事項

吉村　建文

１．防災・減災への町の対策とトイレトラックの導入は
２．公共施設に給水スポットの設置を
３．高齢者の終活情報を町へ登録しては
４．「小学校１年生の壁」問題についての対応は

１．大規模盛土滑動崩落防止事業工事終了後の補償工事は
２．益城インター北産業団地の進捗状況は

西山　洋一
１．県営野球場の誘致を益城町も検討しては
２．広安地区の新たなグラウンドの構想は
３．惣領交差点から秋津川惣領橋までの県道の進捗は

坂井　金次郎
１．上益城５町のごみ処理施設の建設は
２．益城町子ども計画について
３．図書館を含むミナテラス整備方針は

甲斐　康之
１．加齢性難聴者への補聴器購入補助の助成拡充を
２．大雨による床上・床下浸水の被害に対する対策は
３．益城町は避難所のトイレ数は基準を満たしているのか

一般
質問



10

益城町議会だより No.97  令和７年９月

10

上
村　

熊
本
地
震
に
よ
り
住

宅
を
は
じ
め
、
住
宅
敷
地
も
石

垣
の
崩
壊
や
法
面
崩
落
に
よ
り

多
く
が
被
災
し
た
。
住
宅
に
つ

い
て
は
生
活
再
建
支
援
制
度
な

ど
が
適
用
さ
れ
、
幾
ば
く
か
の

支
援
が
あ
っ
た
。
し
か
し
宅
地

に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
事
業

１
０
０
０
万
円
の
う
ち
50
万
円

を
超
え
る
部
分
の
３
分
の
２
が

復
興
基
金
か
ら
補
助
さ
れ
る
自

力
復
旧
が
基
本
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
国
の
大
規
模
盛

土
滑
動
崩
落
防
止
事
業
の
要
件

に
該
当
す
る
地
区
で
は
、
個
人

に
成
り
代
わ
り
公
に
よ
る
宅
地

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
10
％
の

受
益
者
負
担
金
が
発
生
し
た
が
、

益
城
町
で
は
個
人
負
担
金
の
発

生
は
な
い
。
現
在
、
事
業
は
終

了
し
各
地
権
者
の
管
理
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
ま
で
29
件
、
総

額
約
２
２
７
３
万
円
の
擁
壁
や

宅
地
の
補
償
工
事
が
全
額
町
の

単
費
で
行
わ
れ
て
い
る
。
当
た

り
前
だ
が
、
自
力
復
旧
の
宅
地

７
８
７
件
に
対
す
る
補
償
は
一

切
な
い
。

　

し
か
し
、
滑
動
崩
落
防
止
事

業
に
よ
る
個
人
の
財
産
に
供
さ

れ
る
８
４
６
件
の
宅
地
に
つ
い

て
、
言
い
換
え
れ
ば｢

町
民
み

ん
な
で
保
証
し
て
い
く｣

こ
と

に
な
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　

工
事
が
終
了
し
、
引
渡
し
時

に
交
わ
さ
れ
た
覚
書
に
は
、
有

効
期
間
は｢

施
設
が
存
続
す
る

期
間｣

と
あ
り
、
耐
用
年
数
も

な
け
れ
ば
期
限
も
な
い
。
町
と

し
て
、
期
限
な
く
負
う
保
証
リ

ス
ク
は
、
絶
対
に
避
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　

調
査
を
行
っ
た
１
万

１
８
８
宅
地
の
う
ち
８
４
６
宅

地
の
大
規
模
盛
土
滑
動
崩
落
防

止
事
業
に
よ
る
施
設
は
、
益
城

台
地
の
滑
動
崩
落
防
止
を
目
的

と
す
る
極
め
て
公
共
性
の
高
い

公
共
事
業
で
あ
る
。

　

８
４
６
宅
地
が
公
共
施
設
と

し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る

間
は
そ
の
補
修
な
ど
は
道
路
な

ど
の
公
共
施
設
と
同
様
に
、
本

町
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が

適
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

西
山　

藤
崎
台
県
営
野
球
場

の
移
転
、
再
整
備
が
ほ
ぼ
決

定
し
た
が
、
本
町
も
移
転
候

補
地
に
名
乗
り
を
挙
げ
て
は

ど
う
か
。

　

本
町
は
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
て
お
り
、
高
速
道
路

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
有
す

る
な
ど
立
地
条
件
と
し
て
は

申
し
分
な
い
と
思
う
が
、
開

発
規
制
等
の
制
約
が
多
い
な

ど
課
題
で
あ
り
、
候
補
地
と

し
て
手
を
挙
げ
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る

が
、
県
か
ら
候
補
地
と
し
て

の
相
談
や
打
診
等
が
あ
っ
た

場
合
は
前
向
き
に
検
討
で
き

る
の
か
。

町
長　

藤
崎
台
県
営
野
球
場

の
本
町
へ
の
移
転
は
、
建
設

場
所
次
第
で
は
都
市
計
画
法

や
農
地
法
な
ど
の
開
発
制
限

へ
の
対
応
や
周
辺
環
境
へ
の

配
慮
も
必
要
と
な
る
。
あ
く

ま
で
熊
本
県
の
意
向
と
主
体

的
な
取
組
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

移
転
候
補
地
に
つ
い
て
は

菊
陽
町
が
誘
致
を
表
明
し
て

い
る
が
、
本
町
も
空
港
や
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、

立
地
的
に
は
申
し
分
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
移
転

さ
れ
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

地
域
活
性
化
に
繋
が
る
期
待

が
あ
る
一
方
、
球
場
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
道
路
や
地
域
交
通

の
渋
滞
な
ど
の
課
題
も
推
察

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
移
転
候

補
地
と
し
て
の
表
明
に
つ
い

て
は
、
熊
本
県
及
び
周
辺
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

県
営
野
球
場
の
誘
致
を

　

益
城
町
も
検
討
し
て
は

法
的
な
課
題
等
も
多
く

　
　

慎
重
な
検
討
が
必
要

西
山　

現
段
階
に
お
い
て

広
安
地
区
の
新
た
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
構
想
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　

広
安
民
町
民
第
一

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
今
後
の
利

活
用
や
、公
園
機
能
を
併
せ

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、現
段
階
で
は
候
補
地

や
施
設
概
要
を
示
せ
る
状

況
で
は
な
い
が
、町
民
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
ワ
ク
ワ
ク

す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

西
山　

惣
領
交
差
点
か
ら

秋
津
川
惣
領
橋
ま
で
の
通

学
路
と
な
っ
て
い
る
道
路

拡
張
工
事
の
進
捗
は
。

町
長　

県
と
連
携
し
て
拡

張
す
る
部
分
の
用
地
買
収

を
迅
速
に
進
め
、用
地
取
得

が
完
了
し
た
区
間
か
ら
順

次
工
事
を
発
注
し
、早
期
の

工
事
完
了
を
目
指
す
。

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

移転、再整備される
藤崎台県営野球場

個人財産の一部に供されている公施工の擁壁

西山洋一西山洋一議員議員

上村幸輝上村幸輝議員議員

期
限
な
き
宅
地
擁
壁
永
年
保
証

　

絶
対
に
避
け
る
べ
き
で
は

補
修
等
は
本
町
が

　

行
う
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る



11

益城町議会だより No.97  令和７年９月

11

坂
井　

上
益
城
５
町
の
ご
み

処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て
、

民
間
業
者
が
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
を
建
設
し
た
場
合
、

町
の
財
政
的
な
利
益
は
如
何

ほ
ど
に
な
る
の
か
。

町
長　

上
益
城
５
町
に
よ
る

計
画
時
の
整
備
事
業
費
１
５

６
億
円
が
不
要
に
な
る
と
聞

い
て
い
る
。

坂
井　

試
算
可
能
と
な
っ
た

時
点
で
、
長
期
的
視
点
で
み

て
も
大
き
な
利
益
が
あ
る
か
、

検
討
す
る
の
か
。

町
長　

再
度
の
試
算
は
行
な

わ
な
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
準

じ
る
事
業
で
あ
り
、
長
期
的

に
み
て
も
大
き
な
利
益
が
あ

る
。

坂
井　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
い

て
、
総
事
業
費
を
ど
れ
だ
け

削
減
で
き
る
か
を
示
す
割
合

Ｖ
Ｆ
Ｍ
が
重
要
で
あ
る
。
産

廃
処
理
施
設
は
処
理
能
力
が

大
幅
に
増
え
る
た
め
、
環
境

対
策
費
が
増
え
る
。
Ｖ
Ｆ
Ｍ

に
類
す
る
も
の
は
計
算
す
る

の
か
。

町
長　

Ｐ
Ｆ
Ｉ 

事
業
で
は
な

い
た
め
、
Ｖ
Ｆ
Ｍ
の
算
定
は

お
こ
な
わ
な
い
。
環
境
対
策

は
、
公
民
連
携
で
も
、
自
治

体
単
独
で
も
、
自
治
体
が
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
な
い
が
、

民
間
の
技
術
力
や
運
営
能
力

等
を
利
用
し
て
の
公
民
連
携

事
業
で
あ
り
、
長
期
的
に
大

き
な
利
益
が
あ
る
。

思いっきり遊べる場所とはならないのか？

坂
井　

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
関
係
な
く
、子
ど
も
同

士
で
遊
ぶ
場
所
、放
課
後
安

心
し
て
過
ご
す
場
所
と
し

て
、学
校
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

町
長　

学
校
を
遊
び
場
と

し
て
開
放
す
る
こ
と
は
可

能
だ
が
、誰
が
安
全
性
を
担

保
す
る
の
か
、誰
が
見
守
る

の
か
、
学
校
の
職
員
で
は
、

労
力
的
に
無
理
が
あ
る
。安

全
安
心
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
（
別
に
）
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

坂
井　

図
書
館
の
目
的

と
は
な
に
か
。

町
長　

町
民
に
交
流
や
学

習
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
図
書
、
郷
土
資
料
等

の
資
料
閲
覧
に
よ
り
、本
町

の
文
化
的
素
養
を
高
め
る

こ
と
で
あ
る
。

上
益
城
５
町
ご
み
処
理
施
設
の

　

長
期
的
な
利
益
の
検
討
は

再
度
の
試
算
は
し
な
い
が

　

長
期
的
に
大
き
な
利
益
が
あ
る

坂井金次郎坂井金次郎議員議員

甲
斐　
町
の
補
聴
器
購
入
の

助
成
は
、
令
和
２
年
４
月
か

ら
県
下
の
自
治
体
に
先
駆
け

て
始
ま
っ
た
。
現
在
、
７
市

町
村
が
助
成
し
て
い
る
。
他

の
自
治
体
の
助
成
内
容
を
見

る
と 

「
住
民
税
非
課
税
の
条

件
廃
止
」 「
助
成
金
の
上
限

を
５
万
円
、
２
台
が
必
要
な

人
は
10
万
円
」 「
購
入
か
ら

５
年
経
過
で
買
換
え
の
申
請

が
出
来
る
」
な
ど
、
条
件
が

良
く
な
っ
て
い
る
。
町
の
利

用
者
の
推
移
は
、
年
間
20
名

を
予
定
し
て
い
る
が
、
初
年

度
は
19
名
で
あ
っ
た
も
の
の

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
５

年
間
の
利
用
者
は
55
名
と
予

定
よ
り
少
な
い
。
少
な
い
理

由
は
何
か
。

　

町
は
、「
住
民
税
非
課
税
の

撤
廃
」「
助
成
額
の
上
限
を

５
万
円
に
拡
充
」「
経
年
劣
化

で
更
新
す
る
場
合
の
補
助
」

な
ど
助
成
条
件
を
見
直
す
時

期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
助
成
拡
充
を
求
め
る
。

町
長　

利
用
者
数
は
、申
請

主
義
で
あ
り
年
度
に
よ
っ
て

ば
ら
つ
き
は
あ
る
。利
用
者

が
積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ

う
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
紙

へ
の
掲
載
で
周
知
を
図
っ
て

い
く
。
好
条
件
の
自
治
体
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　

他
自
治
体
の
制
度
を
注
視

し
な
が
ら
助
成
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た

い
。

住民税非課税
除外

五木村・長洲町・芦北町・和水町・
玉東町

補助額（上限）

五木村（５万円・２台10万円）、長
洲町（３万円・２台６万円）、芦北町
（３万円・２台６万円）、和水町（３万
円）玉東町（３万円）、益城町（３万円）

５年経過
再申請可能 五木村・天草市・芦北町

補聴器購入助成自治体

甲
斐　

 

８
月
の
記
録
的
大

雨
で
広
崎
か
ら
安
永
ま
で

の
広
範
囲
で
浸
水
被
害
が

起
き
た
。集
中
豪
雨
に
対
す

る
被
害
防
止
対
策
は
。

町
長　
３
時
間
の
最
大
降
雨

量
が
観
測
史
上
１
位
と
な
り

急
激
な
降
雨
で
広
崎
か
ら
安

永
ま
で
浸
水
被
害
が
起
き
て

い
る
。内
水
対
策
は
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。流
下
能
力
が

低
下
し
て
い
る
箇
所
な
ど
整

備
を
行
って
い
る
。

甲
斐　

 

避
難
所
の
環
境

（
ト
イ
レ
・
居
住
占
有
ス

ペ
ー
ス
）は
政
府
指
針
の
水

準
を
下
回
っ
て
い
な
い
か
。

町
長　

ト
イ
レ
の
設
置
数

は
基
準
を
満
た
し
て
い
る
が
、

居
住
占
有
ス
ペ
ー
ス
は
想
定

避
難
者
数
に
対
し
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
。
指
定
避

難
所
の
増
加
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
。

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

　

助
成
制
度
の
拡
充
を

他
自
治
体
の
助
成
制
度
を

　

注
視
し
研
究
し
た
い

甲斐康之甲斐康之議員議員



　第７回益城町子ども議会が８月12日に
開催されました。益城町役場３階にある議
場を使用して、普段の議会と同じように議
事が進められ、一般質問が行われました。

　実際に子どもたちが困っていることや、あればいいな、作ってほしいなと考えるもの、今後の益城町がもっ
ともっと良くなるために必要と考えることなど、町政や将来の町づくりに向けての提案や要望等たくさんの声
を聴くことができました。
　今回行われた９月定例議会の総括質疑においても、子ども議会で提案された質問について質疑・応答が見ら
れました。実際に子どもたちが抱えている問題は大人には見えにくく、素直な気持ち、柔軟な子ども目線での
質問や意見は、私たち議員にとっても新しい発見になり、参考になるものと考えさせられました。
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▼
今
年
の
夏
は
特
に
異

常
な
暑
さ
で
連
日
の
よ

う
に
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
、

公
共
施
設
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、８
月
、
県
内
に
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
、
町
で
は
瞬
間
最
大
雨

量
が
観
測
史
上
１
位
と
な
る
集
中
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
家
屋
や
車
両
の
浸
水

被
害
が
起
き
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
さ
ら
な
る
、
防
災
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
冬
場
の
感

染
と
見
ら
れ
て
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
季
節
を
問
わ
ず
、
広
が
って
い
ま
す
。

冬
場
を
迎
え
空
気
乾
燥
に
よ
り
増
々

感
染
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

▼
広
報
編
集
委
員
は
、よ
り
良
い
議
会

誌
発
行
が
で
き
る
よ
う
、
全
国
町
村

議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。「
読
ま
れ
る
広
報
紙
」、「
撮
影

技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
」、「
議
会
活
性

化
と
連
動
し
た
広
報
紙
」
の
作
り
か

た
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
町
政
に
参

加
を
う
な
が
す
議
会
報
づ
く
り
に
引

き
続
き
努
力
す
る
所
存
で
す
。

担
当　

甲
斐　

康
之

９番　広安小学校　片岡　昴
公園でのボール遊びと遊具のある公園の
増設について

２番　津森小学校　小田　六華

町の図書館の魅力向上について

３番　益城中央小学校　松山　菜那歩

野良犬、野良猫について

４番　益城中央小学校 山本　唯愛

通学路の歩道について

５番　広安西小学校 小柳　勇人

益城町の水資源について

６番　広安西小学校　城　楓香

水辺で遊べる施設について

８番　飯野小学校　久保田　杏菜

飯野小学校の遊具の設置について

１番　津森小学校　浅井　千尋

iPad のケースの変更について

７番　飯野小学校　林田　心結

飯野小校区のイベントについて

11 番　益城中学校　後藤　颯希

12 番　益城中学校　末藤　映汰

13 番　木山中学校　奥村　幸羽

14 番　木山中学校　石川　透

15 番　木山中学校　野田　ゆづき

16 番　益城中学校　田口　世乃

10 番　広安小学校　吉津　莉朋
熊本地震後、現在の復旧、復興の状態に
ついて

益城の文化や歴史に触れる機会の増加に
ついて

県道の 4車線化と町の施設について

カーブミラーや標識の設置について

益城町フェスティバルの開催と企画・運
営について

副議長

議長

益城町子ども議会
開催

議会広報編集特別委員会

委 員 長 宮﨑　金次
副委員長 西山　洋一
委　　員 甲斐　康之
委　　員 下田利久雄
委　　員 木村　正史
委　　員 坂井金次郎

令和７年第４回定例議会は12月８日（月）招集予定です。詳しいことは、議会事務局にお尋ねください。（☎286-3351）

（後半議事進行）

（前半議事進行）
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